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高齢者見守りサービスをご利用ください。服や持ち物に貼るQRコード付きシールを配布中。万が一の徘徊時に読み取られると発見通知が届きます。　
　地域包括支援センター　☎０４７５（７０）０４３９問

11
月
26
日
㈰
は
市
総
合
防
災
訓
練
に

参
加
し
よ
う

▼
訓
練
時
間
＝
9
時
〜
14
時

▼
会
場
＝
大
網
小
学
校

▼
対
象
＝
全
市
民

　
参
加
者
は
体
験
訓
練
や
防
災
啓

発
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

〈
避
難
所
・
運
営
訓
練
〉

　
み
ど
り
が
丘
自
治
会
館
で
避
難

所
が
開
設
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
た

避
難
所
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

▼
訓
練
時
間
＝
9
時
30
分
〜
12
時

▼
会
場
＝
み
ど
り
が
丘
自
治
会
館

▼
対
象
＝
み
ど
り
が
丘
自
治
会

▼
見
学
対
象
＝
市
内
の
自
主
防
災

組
織
の
希
望
者（
一
般
参
加
者
は
、

見
学
等
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
）

　
安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
３

イ
ク
・
ア
ウ
ト
（
①
姿
勢
を
低
く

し
②
体
や
頭
を
守
り
③
揺
れ
が
収

ま
る
ま
で
じ
っ
と
す
る
）
の
行
動

後
に
各
家
庭
・
各
地
区
で
定
め
た

一
時
避
難
場
所
に
集
ま
り
、
近
隣

住
民
と
協
力
し
な
が
ら
指
定
緊
急

避
難
場
所
に
避
難
し
ま
す
。

※
防
災
行
政
無
線
を
使
用
し
ま
す

　
の
で
、
実
際
の
災
害
と
間
違
え

　
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
交
通
ル
ー
ル
等
を
遵
守
し
て
訓

　
練
へ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
体
験
訓
練
、
防
災
啓
発
〉

　
初
期
消
火
訓
練
、
救
命
救
急
な

ど
自
助
・
共
助
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
型
訓
練
や
、
通
電
火
災
対

策
、
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
防

災
情
報
や
備
蓄
品
な
ど
家
庭
の
防

災
対
策
の
啓
発
、
車
両
展
示
、
子

供
服
の
試
着
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
今
年
は
関
東
大
震
災
か
ら
１
０

０
年
目
の
節
目
。
災
害
を
防
ぐ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
備
え
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。
い
つ
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

〈
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
・
住
民

避
難
訓
練
〉

　
市
内
で
震
度
６
強
の
地
震
が
発

生
し
た
場
合
を
想
定
し
、
大
網
小

学
校
区
を
対
象
と
し
た
シ
ェ
イ
ク

ア
ウ
ト
訓
練
と
、
住
民
避
難
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

▼
時
間
＝
9
時
〜
9
時
30
分
ご
ろ

▼
避
難
先
＝
近
隣
の
避
難
場
所

（
大
網
小
学
校
、
大
網
中
学
校
、

農
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
ま
べ

の
郷
、
み
ど
り
が
丘
近
隣
公
園
）

▼
対
象
＝
大
網
小
学
校
区
の
市
民

　
避
難
者
は
、
防
災
行
政
無
線
の

「
地
震
発
生
」の
放
送
に
よ
り
シ
ェ

問

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
J
ア
ラ
ー
ト
）

の
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

・「
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
」
×
３
回

・「
こ
ち
ら
は
防
災
大
網
白
里
で
す
」

・
下
り
チ
ャ
イ
ム
音

　
安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
３

　
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
発
生
時
に
備
え
、
緊
急
情
報
を

国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て

瞬
時
に
伝
え
る
、
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
（
J
ア
ラ
ー
ト
）
を
用

い
た
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
市
内
に
設
置
の
防
災
行
政
無
線

お
よ
び
戸
別
受
信
機
か
ら
、
最
大

音
量
で
一
斉
に
放
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
災
害
と
間
違
え
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▼
訓
練
日
時
＝
11
月
15
日
㈬
11
時

▼
放
送
内
容

・
上
り
チ
ャ
イ
ム
音

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
を

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

▼
６
つ
の
対
策

・
ス
ト
ー
ブ
や
コ
ン
ロ
な
ど
は
安
全

装
置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
、

定
期
的
な
点
検
の
実
施
、
10
年
を

目
安
に
交
換
す
る
。

・
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
寝

具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
は
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
消
火
器
な
ど
設
置
、
使
い

方
を
確
認
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方

を
守
る
た
め
に
、
避
難
経
路
と
避

難
方
法
を
常
に
確
保
し
、備
え
る
。

・
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪

問
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
火

対
策
を
行
う
。

　
安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
３

　
11
月
９
日
㈭
〜
15
日
㈬
は
、
秋

季
全
国
火
災
予
防
運
動
で
す
。

　「
火
を
消
し
て
　
不
安
を
消
し
て

つ
な
ぐ
未
来
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

全
国
で
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
の
火
災
を
防
ぎ
、
生

命
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
運
動
期
間

中
は
車
両
に
よ
る
啓
発
放
送
を
行

い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
再
度
、
身
の
回
り

を
確
認
し
、
火
の
取
り
扱
い
や
始

末
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

▼
４
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

・
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ

ば
を
離
れ
な
い
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

問問

　11月12日から25日までの間は、
「女性に対する暴力をなくす運動」
期間です。
　県警では、性犯罪、配偶者から
の暴力、ストーカー行為等、女性に
対する暴力を無くすため、女性警察
職員で結成している「あおぼーし」
による防犯講話などを通じ、被害者
にも加害者にも傍観者にもならない
よう呼び掛けています。
　女性に対する暴力の無い社会の実
現のため、本運動へのご協力をお願
いします。
　 東金警察署
 　☎０４７５（５４）０１１０
問

安全安心コーナー
東金警察署管内安全・安心キャラクター「とうがめくん」

●11月の移動交番車開設日予定
開設場所 開設予定日 開設時間

10日㈮
22日㈬
10日㈮
21日㈫
6日㈪
20日㈪
15日㈬
29日㈬
2日㈭
15日㈬
9日㈭
24日㈮
1日㈬
2日㈭

10時～11時 30分
14時～15時
14時～15時
14時～15時

10時～11時 30分
10時～11時 30分
10時～11時 30分
10時～11時 30分
14時～15時
14時～15時
14時～15時
14時～15時

10時～11時 30分
10時～11時 30分

セブンイレブン
季美の森店
ケーヨーＤ２
大網永田店

主婦の店
大網店
農村環境
改善センター
いずみの里
みどりが丘
自治会館

ショッピング
センター アミリィ
大網白里市役所
大網病院

女性に対する暴力をなくす運動

項　目

発
災
型
訓
練

市
民
参
加
型
訓
練

避
難
支
援
型
訓
練

防
災
啓
発

時　間

9:00～
  9:30

9:00～
  14:00

9:30～
  12:00

9:00～
  14:00

9:00～
  14:00

10:00～
  13:00

内　容

大網小学校区の区・自治会の市民を対象に避難訓練を行います。

水消火器を用いて初期消火を体験できます。

ポンプ自動車による放水体験ができます。

救命救急の体験ができます。

災害時の応急給水の体験ができます。

災害時におけるドローンの活用等について学ぶことができます。

消防や自衛隊、警察、郵便局の子供服の試着ができます。

家庭における災害対策等について学ぶことができます。

通電火災対策について学ぶことができます。

家庭での食料備蓄について学ぶことができます。

災害伝言ダイヤルの使用法を学ぶことができます。

災害時のペット対策について学ぶことができます。

防災備品（災害用トイレ）について学ぶことができます。

災害時のLPガスの安全対策について学ぶことができます。

在住外国人のための多言語による防災訓練を実施します。

住民の避難行動

初期消火

ポンプ自動車による放水

救命救急

応急給水体験

ドローン啓発

子供服体験

避難所運営訓練

避難所運営訓練見学

家庭における防災対策

通電火災対策

食料備蓄

災害伝言ダイヤル

ひとと動物の防災を考えよう

防災備品（災害用トイレ）啓発

災害時のLPガスの安全対策

多文化共生 駐車場の場所

駐車場

防災体験訓練スケジュール等
※訓練内容等は変更となる場合があります。

※当日、参加者へ防災グッズを配布します。

シェイクアウト
シェイクアウト行動実施（①姿勢を低くし②体や頭を守
り③揺れが収まるまでじっとする）。1 分後、身の回りや
家族、近所の安全を確認し避難荷物等を整えましょう。

みどりが丘自治会を対象に避難所設運営訓練を実施
します。見学は市内自主防災組織が対象となります。

日赤奉仕団、市による炊き出し訓練を実施します。
炊き出し食料の試食ができます。

災害ボランティア
センター設置訓練

炊き出し

災害時のボランティアセンター設置訓練を実施します。

◇
住
宅
防
火

　
　い
の
ち
を
守
る
　

　
　
　
　10
の
ポ
イ
ン
ト

都市ガスに係る地震防災・災害時の対策と対応に
ついて学ぶことができます。
自衛隊・警察・消防・郵便局などの車両・装備を展示します。車両・装備展示

都市ガスの災害対策

❶

❶

❷

❷

❸

❸

❹

❹

❺

❺

❻

❻

通行止め箇所

　駐車台数に限りがあるためできる
限り乗り合わせでご来場ください。
　各駐車場に誘導員がいるため、誘
導員の指示に従ってください。

第1駐車場
（市有地駐車場）
第2駐車場
※障がい者等用駐車区画あり
（子育て支援交流センター）
第3駐車場
（こどもプラスみどりが丘教室）
第4駐車場
（大網みどりが丘郵便局）
第5駐車場（ふるがき糖尿病
循環器クリニック）
第6駐車場
（みどりが丘保育園）

9:00～14:30

▲市ホームページ

№679 2023.11.13

問

避
難
誘
導
、
避
難
所
で
の
給
水
給

食
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。 

◇
組
織
の
結
成

　
自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
の
住

民
が
組
織
結
成
に
合
意
し
、
規
約
、

組
織
、
活
動
計
画
を
定
め
る
こ
と

で
成
立
し
ま
す
。
自
主
防
災
組
織

を
結
成
し
た
と
き
は
市
へ
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。
自
主
防
災
組
織

は
、
区
・
自
治
会
単
位
で
の
結
成
と

し
て
お
り
、
結
成
を
検
討
す
る
場

合
は
市
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
補
助

制
度
（
大
網
白
里
市
自
主
防
災
組

織
資
機
材
整
備
補
助
金
）

　
市
で
は
、
新
た
に
結
成
さ
れ
た

自
主
防
災
組
織
を
対
象
に
、
50
万

円
を
上
限
と
し
た
防
災
資
機
材
の

整
備
費
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
対
象
資
機
材
（
例
）

　
発
電
機
・
リ
ヤ
カ
ー
・
防
災
井

戸
設
置
・
簡
易
ト
イ
レ
な
ど

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
３

に
抑
え
る
た
め
に
は
普
段
か
ら
顔

を
合
わ
せ
て
い
る
地
域
や
近
隣
の

人
々
が
集
ま
っ
て
互
い
に
協
力
し

合
い
な
が
ら
防
災
活
動
を
す
る
自

主
防
災
組
織
を
結
成
し
、「
共
助
」

の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
現
在
、

市
で
は
、
こ
の
「
共
助
」
の
取
り

組
み
を
実
施
す
る
自
主
防
災
組
織

の
結
成
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

◇
自
主
防
災
組
織
と
は

　
地
域
住
民
が
自
主
的
に
連
携
し

て
防
災
活
動
を
行
う
組
織
で
す
。

　
平
常
時
は
防
災
訓
練
、広
報
活
動
、

防
災
資
機
材
の
整
備
な
ど
、
災
害

時
に
は
初
期
消
火
活
動
、救
出
救
護
、

　
風
水
害
に
よ
る
被
害
、
大
地
震

に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
や
土
砂
災

害
、
津
波
災
害
な
ど
大
変
大
き
な

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
が
発
生
し
た
際
、
市
や
消

防
な
ど
防
災
関
係
機
関
は
防
災
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
が
、
災
害
が

大
規
模
に
な
り
、
次
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
っ
た
と
き
は
、
公
的
機

関
に
よ
る
救
助
活
動
に
時
間
を
要

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

・
道
路
の
浸
水
や
建
物
な
ど
の
倒

壊
等
に
よ
り
道
路
交
通
が
著
し
く

阻
害
さ
れ
た
と
き

・
各
地
で
多
数
の
火
災
が
発
生
し

た
と
き

・
電
話
が
不
通
と
な
り
、
被
害
状
況

な
ど
の
情
報
収
集
が
困
難
な
と
き

・
停
電
や
断
水
に
な
っ
た
と
き

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
災
害
か

ら
財
産
を
守
り
、
被
害
を
最
小
限

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、自
分
た
ち
の

地
域
を
自
分
た
ち
で
守
ろ
う

▼
日
時

・
11
月
15
日
㈬
〜
21
日
㈫
の
平
日

８
時
30
分
〜
19
時

・
11
月
18
日
㈯
、19
日
㈰
10
時
〜
17
時

▼
電
話
番
号

☎
０
５
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◀内閣府
　男女共同参画局
　ホームページ

問

　毎年９月21日は「世界アルツハイマー
デー」です。これは1994年９月21日に第
10 回国際アルツハイマー病協会国際会議
が開催され、会議の初日である９月 21 日
を「世界アルツハイマーデー」と宣言した
ことが始まりです。認知症に関する認識を
高め、本人と家族に援助と希望をもたらす
ことを目的とし、世界各国で啓発活動が
行われています。
　本市では、９月19日から22日まで本庁
舎入口にパネル展示を行いました。市民の
みなさまにもご協力いただき、「10 年後ど
んな市になっているといい？」という問い
に、多くの声をいただきました。

　認知症は誰でもかかる可能性のある脳
の病気です。認知症になっても住み慣れた
地域で安心して暮らせるように、一人ひとり
が認知症を正しく理解することが大切です。
　 地域包括支援センター
　 ☎０４７５（７０）０４３９

2023年度世界アルツハイマーデー
「もっと知ろう  もっと語ろう  認知症」活動報告

問

問

第15回異世代交流
子どもフェスタを
開催します！

　理科工作やクラフト作成等の体験コー
ナーと、クレープ等の食べ物販売が出展
します。ぜひご参加ください。
　詳細は 11 月下旬ごろに市ホームページ
に掲載します。
▶日時＝12月３日㈰９時～11時 30 分
▶会場＝農村環境改善センターいずみの里
▶主催＝市子ども会
　 市子ども会育成連絡協議会事務局
　 （生涯学習課内）
　 ☎０４７５（７０）０３８０

　認知症の最大のリスクは加齢です。
歳を取るごとに認知症のリスクは高く
なり、85 歳以上の２人に１人は何ら
かの認知症状を有しているのではない
かと言われています。
　認知症についての正しい知識と理解
を持って本人と関わることで認知症の
進行がゆっくりになることも考えられ
ます。
　今回はちょっとした気付きのコツに
ついてお伝えします。
〈冷蔵庫に大根〉
　Ａさんは大根の味噌汁を作ろうとし
てお店に大根を買いに行きました。家
に大根があるのを忘れて大根を買って
帰り、また別の日にも同じように大根
を買ってきてしまいました。冷蔵庫にた
くさんの大根が入っている状況を遠方
に住んでいる家族が見つけ、「これは
なにかおかしいかもしれない」と思い
相談に来られ、支援につながりました。
〈小さいお金が部屋のあちこちに落ち
ている〉

問

地域包括支援センターだより
～ちょっとしたきっかけから認知症かも!?と気付くコツ～

　認知機能の低下に伴い、小銭で支
払いをするのが難しくなり、お札で
支払いをすることの多くなったＢさ
ん。小銭は部屋に置いて保管してい
ましたが、以前置いた場所を忘れて
しまうので１か所にまとめておくこと
が出来ず、家のあちこちに小銭を置
いてしまいます。その状況を近所の
方が見つけて相談に来られ、支援に
つながりました。
　高齢者のちょっとした変化やサイン
に気付き、地域のみんなで声を掛け
合い、支え合うことが認知症の早期
発見、早期治療、さらにはその方の
ＱＯＬ（人生の質）の向上にもつなが
ります。
　地域包括支援センターでは、高齢
者の相談窓口として各種相談を受け付
けています。地域に「ちょっと気にな
る、心配だな」という高齢者の方が
いたらご相談ください。
　 地域包括支援センター
　 ☎０４７５（７０）０４３９

　市の第２次男女共同参画計画で
は、「男女がともに認め合い、支え合
い、個性と能力を発揮できる社会の
実現を目指そう」を基本理念にして
います。
　「男女共同参画」とは、男性にとっ
ても生きがいのある社会を目指す上
で重要な課題です。例えば、このよ
うな経験はありませんか。
・毎日残業が多く、仕事と生活のバ
ランスが取りにくい。
・育児休業を取得したくても言い出し
にくい職場の雰囲気があった。
・仕事や家庭のことで悩んでいるが、
弱音を言えないし、どこに相談したら
良いかもわからない。
・会社を退職し時間に余裕ができた
が、今まで仕事が忙しく地域との関
わりをしていなかったため、社会との
つながりがなくなり、孤独を感じた。
　男女共同参画社会を実現するため
には、性別による役割分担意識の解
消や、長時間労働の抑制などの働き

男女共同参画だより
～男性にとっての男女共同参画～

方の見直しによって、男性にとっても
地域や社会へ参画しやすい環境づく
りが求められます。内閣府ホームペー
ジでは、男性の立場・視点から理解
を深めていただけるよう情報を発信し
ていますので、ぜひご覧ください。
　また、千葉県男女共同参画センター
では、男性のための総合相談を受け
付けています。まずは電話でご相談
ください。
◇千葉県男女共同参画センター
　男性のための総合相談
▶日時＝毎週㈫・㈬ 16 時～20 時、
毎週㈯12時30分～16時30分
※㈪祝日の翌日㈫・祝日・年末年始
　は休み。
▶相談電話＝☎０４３（３０８）３４２１
　 地域づくり課市民協働推進班　
　 ☎０４７５（７０）０３４２
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駅前広場での喫煙はご遠慮ください。広場を利用する方々への健康に配慮し、広場内は禁煙となりました。
受動喫煙防止のため、ご理解とご協力をお願いします。　　財政課契約管財班　☎０４７５（７０）０３１１


